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平成２９年度三種町公営企業会計決算審査意見書について 
 
 

地方公営企業法第３０条第２項の規定に基づき審査に付された平成２９年度

三種町公営企業会計決算、証書類、事業報告書及び政令で定めるその他の書類

を審査したので、その結果について次のとおり意見を提出します。 
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平成２９年度三種町公営企業会計決算に関する審査意見書 

 

 

第１ 審査の概要                            

 １ 審査の対象 

   平成２９年度三種町水道事業会計決算 

 

 ２ 審査の期間 

    平成３０年７月３０日（１日間） 

 

 ３ 審査の方法 

この審査にあたっては、町長から審査に付された平成２９年度三種町

水道事業会計決算報告書、財務諸表、事業報告書及び付属書類について、

関係法令に準拠して調製されているかどうか、その内容及び計数が関係

証書類と符合しかつ適正であるかについて、関係職員の説明を聴取して

実施した。 

 

第２ 審査の結果                            

審査に付された平成２９年度三種町水道事業会計決算報告書、財務諸

表、事業報告書及び付属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成され

ており、その内容及び計数は、関係証書類と符合し誤りがなく、予算の

執行は概ね適正であると認められた。 

 

（１）収益的収入及び支出の状況 

収入額303,806千円（収入済額297,262千円、収入未済額6,544千円）、

支出額 479,893 千円、差引額 176,087 千円の赤字である。 

水道料は、収入済額 224,412 千円で、調定額 229,546 千円に対し、収

入率は 97.7％（前年度 96.7％）となっている。 

支出は、支出額 479,893 千円で、予算現額 485,652 千円に対し、執行

率は 98.8％（前年度 97.8％）となっている。 
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収益的収入の状況   （単位：千円［消費税込み］、％） 

科 目 予算現額 調 定 額 収入済額 収入未済額 収 入 率 

営業収益 229,502 230,991 224,508 6,483 97.1 

 給水収益 227,854 229,546 224,412 5,134 97.7 

 その他 1,648 1,445 96 1,349 6.6 

営業外収益 71,523 72,066 72,005 61 99.9 

受取利息及び配当金 30 3 3 0 100.0 

 一般会計補助金 20,300 20,299 20,299 0 100.0 

 加入金 300 852 791 61 92.8 

長期前受金戻入益 50,892 50,892 50,892 0 100.0 

 雑収益 1 20 20 0 100.0 

特別収益 814 749 749 0 100.0 

過年度損益修正益 1 0 0 0 - 

 その他 810 746 746 0 100.0 

 固定資産売却益 3 3 3 0 100.0 

合 計 301,839 303,806 297,262 6,544 97.8 

 

収益的支出の状況  （単位：千円［消費税込み］、％） 

科 目 予算現額 支 出 額 不 用 額 執 行 率 

営業費用 264,699 259,679 5,020 98.1 

 原水及び浄水費 57,490 55,737 1,753 96.9 

 配水及び給水費 22,630 20,506 2,124 90.6 

 総係費 37,942 36,868 1,074 97.1 

 原価償却費 144,842 144,839 3 99.9 

 資産減耗費 1,795 1,729 66 96.3 

営業外費用 50,447 50,427 20 99.9 

 支払利息及び企業債取扱諸費 40,599 40,598.8 0.2 99.9 

 雑支出 20 0 20 0.0 

 消費税及び地方消費税 9,828 9,827.8 0.2 99.9 

特別損失 169,838 169,787 51 99.9 

 過年度損益修正損 169,838 169,787 51 99.9 

予備費 668 0 668 0.0 

 予備費 668 0 668 0.0 

合 計 485,652 479,893 5,759 98.8 
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（２）資本的収入及び支出の状況 

収入額 94,258 千円、支出額 201,861 千円、差引額 107,603 千円の不足

となっているが、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額と過

年度分損益勘定留保資金により補填されている。 

一般会計からの出資金は、94,199 千円（前年度 100,871 千円）である。 

支出は、支出額 201,861 千円で、予算現額 201,873 千円に対し、執行

率は 99.9％（前年度 99.9％）となっている。 

 

資本的収入の状況   （単位：千円［消費税込み］、％） 

科 目 予算現額 調 定 額 収入済額 収入未済額 収 入 率 

企業債 0 0 0 0 - 

 企業債 0 0 0 0 - 

出資金 94,199 94,199 94,199 0 100.0 

 一般会計出資金 94,199 94,199 94,199 0 100.0 

固定資産売却代金 59 59 59 0 100.0 

 固定資産売却代金 59 59 59 0 100.0 

合 計 94,258 94,258 94,258 0 100.0 

 

資本的支出の状況  （単位：千円［消費税込み］、％） 

科 目 予算現額 支 出 額 不 用 額 執 行 率 

建設改良費 11,997 11,987 10 99.9 

 建設改良費 11,997 11,987 10 99.9 

企業債償還金 188,398 188,397 1 99.9 

 企業債償還金 188,398 188,397 1 99.9 

固定資産取得費 1,478 1,477 1 99.9 

 固定資産取得費 1,478 1,477 1 99.9 

合 計 201,873 201,861 12 99.9 
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○ 審査結果の総括                           

   水道料金の収納率が 97.7％と前年度に比して 1.0 ポイント増加してい

るが、未納者に対する適切な対応のもと、収入率の向上に努められたい。 

水道は、町民の日常生活や様々な事業活動に欠かせない重要なライフラ

インであることから、常日頃から災害時の危機管理対策に万全を期すると

ともに、より効率的な事業経営に努め、安全性と信頼性の高い社会インフ

ラとなるよう望むものである。 



（単位：円）

項　　　目 平成27年度 平成28年度 平成29年度

簡易水道事業特別会計 15,329,690 ― ―

水道使用料 15,329,690 ― ―

水道事業会計 24,211,116 30,668,436 31,474,538

水道料金 20,726,116 27,183,436 27,989,538

延滞金 3,485,000 3,485,000 3,485,000

合　　　計 39,540,806 30,668,436 31,474,538

収 入 未 済 額 集 計 表
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